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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

昨年は、地域の医療機関及び医療従事者との連携を図る「地域医療支

援病院」として、従来からの取組みである①診療所との紹介や逆紹介の推

進、②救急搬送の受け入れ、③医療従事者への専門的研修、④市民向け

の医学講話や生徒向けの手洗い教室の実施などに努めてまいりました。

また、燕市から委託された生活習慣病改善指導事業（メタボリック症候群

予防対策）を引き続き実施しております。制約のある診療体制ではありま

すが、昨年後半からは重度の障害をお持ちの患者様に長期に入院してい

ただける病棟機能を導入したこともあり、入院患者数は増加し、救急搬送

の受け入れも一昨年を上回る実績を上げております。 

また、新たに糖尿病デイや乳がん予防のピンクリボン週間における院内

行事、心不全教室の開催、認知症の方や家族を応援するサポーターを養

成する講座の開催にも取り組みました。 

本年はさらに、糖尿病治療開始時の教育入院システムや入院中の口腔

ケアの向上に関する取り組みを開始する予定であり、一歩ずつでも地域

のニーズに応えられる診療機能の充実を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 

県央基幹病院に関しましては、昨年 11 月末に燕三条駅周辺の高速道

路西側が設置場所として決定されました。また、基幹病院が備えるべき具

体的な診療機能や設備などについての検討が始まっております。年度内

にはこれらをまとめた整備基本計画案がまとまる予定ですが、さらに設計、

建設と順調に進んでいき、一日も早い開院にこぎつけることが期待されま

す。こうした作業と併行して、燕労災病院は平成 28 年度中を目標に新潟

県に移譲されることになっておりますが、これまでの診療機能はそのまま

引き継がれますし、県の責任の下に長期的な展望に立った人材の確保・

育成が進められる予定であります。地域の皆様が安心して受診できるよう、

新潟県と連携しながら基幹病院に向けた準備を進めたいと思います。 

 

あらためて、今年が皆さまにとって、健やかで充実した一年であるよう祈

念いたしまして、新年のご挨拶といたします。 

 

 

 

  

*年頭のご挨拶 1 

 

*ｸﾘｽﾏｽｺﾝｻｰﾄを開催  

*医療安全推進週間を開催 

 

2 

*医療安全推進週間を開催 

 （続き） 

*認知症ケア講座を開催 

3 

*外来診療科別担当医師表 4 

【 年頭のご挨拶 】 

燕労災病院長  鈴木 幸雄 

http://www.tsrh.jp/
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  １２月２１日（月）に外来ホール、各病棟にてクリスマスコンサートを開催しました。 

  当院職員によるクリスマスにふさわしい合唱やハンドベル演奏を行いました。患者様に少しでも幸せな気

持ちになれたらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１１月２２日（日）～１１月２８日（土）に「医療安全推進週間」が開催されました。「安全な医療・療養環境を

整えよう」というテーマのもと、講習会や相談コーナー、介護用品・薬剤管理用品の展示、医療安全研修会が

行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 医療安全推進週間を開催 】 

【 クリスマスコンサートを開催 】 

＜誤嚥予防について＞ 

飲み込む仕組みを知っていただき、食べる時の

工夫や調理の際の工夫について紹介しまし

た。 

   

 ＜転倒予防について＞ 

転倒や寝たきりを防止するために自宅で行える

体操を紹介し、実際に皆様に体験していただき

ました。 

    

 

  

ハンドベル・合唱曲目 

＜外来ホール＞              

・あわてんぼうのサンタクロース    

・赤鼻のトナカイ   ・ジングルベル 

＜各病棟＞ 

・星の世界   ・きよしこの夜   ・もみの

木   
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たくさんのご参加ありがとうございました！！ 
 

平成２７年１２月１９日（土）に認知症ケア講座を燕市吉田産業会館で開催しました。 

 今回の講座は、茨城県水戸市の「認知症ケア研究所」の高橋克佳先生においでいただき、認知症の患

者に対するケアと、認知症の患者を抱える家族をはじめ周囲の方々がどのように接したら良いのかという

事について、わかりやすく学んでいただけるよう講演と寸劇の 2部構成になっておりました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 
 
 

 【 認知症ケア講座を開催 】 

＜在宅用薬剤管理用品の展示＞ 

カレンダーやケースを使った自宅で出来る

薬剤管理方法の説明やお薬に関する相談を

行いました。 

   

＜医療の安全管理についての研修会＞ 

 当院では患者様に安全に医療が提供できる

よう、職員研修会も行っています。 

 

    

もうひとつ今回の講座の特徴としましては、当院の単独開催で

はなく燕市役所や燕市の在宅医療・介護連携支援センターとの共

催ということで、医療・介護従事者のみの対象というだけでなく、

広く市民の方々にも観ていただいたことが挙げられます。そのた

め、開催に際しては燕市の広報誌のみならず、新潟日報や三条

新聞等にも取り上げられ、当日は予想を超えて４００名余りの

方々においでいただきました。 

 

そして行われた講演・寸劇は笑いありペーソスありの飽きさせ

ないもので、来場された多くの方々からも「よかった」とのコメント 

があり、非常に盛況のうちに幕を閉じることができました。 

   今後は医療面のみならず、こうした地域への貢献を目指した

活動も進めていければと考えております。 

   最後に、今回休日にもかかわらずボランティアで講座の裏方

としてご協力いただきました職員の皆さんにも厚く御礼申し上げま

す。 
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◎担当医師変更等の場合もありますので、受診の際は予めご確認ください。 

電話番号（代表）０２５６-６４-５１１１ 


